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これらは自由貿易ルールにおける公正さと社会責任における世界市場への参加を行うこと

なのである。これらは正しい企業倫理性の構築における新たな市場への参加を求められる。 

 

西洋にルーツを得る、世界の正義とルールは、その統一性を先端システムとともに今日を与

えるのである。 

 

これらを否定することは可能であり、しかし、これらの有する正しい理解や哲学性を吸収し、

新たな自己参加を行うこともできる。 

 

世界の趨勢は、新たな企業責任と自由貿易におけるコアコンピタンスという共有の規格化、

IOT というトレンドに伴い未来技術とシステムにおける経済の構築、スーパーパワーにお

ける開発基盤における市場の基準化など、勝ち組と負け組の振り分けが存在する。 

 

これらは、新たなエリートの誕生を市場が有するのである。これら先端学術性と MBA シス

テムにおける現実は趨勢であり、その頂点に君臨する王たちは存在するのである。これらは

新たな階級社会の誕生である。 

 

資本力という所有の現実は、その資本が投資とともに拡大する現実を与える。資本力は経済

を真実において所有しているのである。これが資本主義である。 

 

市場原理は、その先端性を常に要求するのである。これら競争原理は、勝者を生むのである。 

 

このダイナミズムは、その興奮と栄華を現実に与える。競争を勝利した王たちである。王は

全てを手に入れるのである。貨幣経済における王たちである。 

 

この経済主義は、現実の全てなのである。その競争原理は、最もな高揚を与える。しかしこ

れを支えるのは必ず労働者なのである。 


